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にご参加ください！ 

長野県センターは、長野県・長野県公共交通活性化協議会とともに、「ノーマイカー通勤ウィーク」
を実施してきました。今般の新型コロナウイルス感染症対策を踏まえるとともに、長野県の地域特
性によりマイカー以外に通勤方法がない場合があることから、本年度より「ノーマイカー通勤」に
「エコドライブ通勤」を加えて対象者を拡大した「信州スマートムーブ✱ 通勤ウィーク」として実
施します。「 ゼロカーボン✱ 」の実現に向けて二酸化炭素の排出を抑えた「地球にやさしい
通勤」と「体を動かす」きっかけづくりを目的としています。
事業所（営業所・支店・出張所等）単位でご参加ください。今年度も実施結果の報告は必要ありません。

公共交通機関をご利用の際は、時差通勤等のご協力をお願いします。
各社、お客様の安全・安心のための取り組み（マスクの着用・健康
管理、窓開けによる換気、定期的な清掃・消毒）を行っています。

 👉👉くわしくは長野県センターホームページをご覧ください。
✱ ）スマートムーブ＝地球温暖化対策の国民運動
｢ ｣（クールチョイス）の取り組みの つ
で｢エコで賢い移動方法を選択するライフスタイル｣。
✱ ） ゼロカーボン＝長野県は 年 月に
｢気候非常事態宣言｣を発表し、地球温暖化の一因であ
る二酸化炭素の排出量を 年には実質ゼロにする
ことを決意しました。

✱ ）エコドライブ のすすめ＝
➀自分の燃費を把握しよう ➁ふ
んわりアクセル｢ スタート｣ やさ
しい発進を心がけましょう ③車間
距離にゆとりをもって、加速・減速
の少ない運転 など。
（出典：エコドライブ普及連絡会）

新型コロナウィルス緊急事態宣言が出されたステイホ
ームの最中、「今できる推進員活動は何か？」と、県
推進員有志の皆様が 会議を重ねて検討し、作成
されました。長野県ならではの特性を生かしたガイド
ブックにと、推進員さんの体験や提案がふんだんに盛
り込まれています。

この夏の天候は？猛暑？？～気象予報士からの解説～
「涼しく」住み、「涼しく」すごすコツは？
家庭での夏の節電術
ごみを減らして、涼しく作る夏の食生活
他にもこんな取組みがあります！
・扇風機のすすめ ・夏は風穴で涼んでみませんか？など

👉👉長野県センターホームページから （ 判・ 頁）をダウンロードしてご覧ください。

実施期間中に 日以上、□か□または□□両方を実施
□ノーマイカー通勤
公共交通機関（電車･バス）の利用･徒歩･自転車･
在宅勤務など

□エコドライブ通勤
「エコドライブ のすすめ✱ 」から つ以上実践

 

 

 

 

📖📖 『[信州版]夏の省エネガイドブック』ができました 📖📖

～２７は「サステナウィーク 」（農林水産省・消費者庁・環境省）
～食べること、使うこと、知ることで、サステナブルを始めよう～

◆ 実施期間 月 日○木～ 月 日○水 ◆ 募集期間 月 日○水～ 月 日○水 ◆

表紙 中面
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弊社小柳産業株式会社は、金属スクラップ、古
紙、一般・産業廃棄物のリサイクル及び適正処理
を長年にわたり上田市にて営んでまいりました。
これら静脈産業の一部を担う企業として、CSR
等の活動を行ってまいりましたが、もう一歩前
進し、さらに大きな枠組みの中で企業としての
在り方を今一度再確認しようという思いで、こ
の度、長野県 SDGs 推進企業登録制度に登録さ
せていただきました。

社内において初めて SDGs という言葉を使っ
た際、多くの社員が「持続可能な開発目標
（SDGs）」とは何かの理解はありませんでした。
そのため、勉強会や外部講師によるワークショ
ップを通じ、徐々に理解を深めてまいりました。
その中で、弊社の普段の仕事自体が SDGs と密
接にかかわっているという気づきがあり、そこ
から先は、スピード感をもって企業登録へと進
むことができたと感じています。

登録にあたり重点的な取り組みを以下の 3 点
設定いたしました。『環境問題についての社会的
理解を深める』『女性の活躍しやすい職場を作

る』『働き方改革を推進し生産性を向上させる』。
これら 3 つの取り組みには、2030 年までに達成
する具体的な数値の指標があり、弊社としても
確実にクリアーしていかなければならないと考
えています。

SDGs の達成に向けて取り組むことで、企業の
発展と社員の成長につながると信じ、これから
もより一層理解を深め、持続可能な社会を次の
世代へもしっかり引き継いでいけるよう努力し
て参りたいと思います。         （小栁慶泰）

旭松食品株式会社は高野豆腐メーカーとして､
原料である大豆調達を通した活動を､SDGs 達成
に向けた活動の 1 つとして取り組んでいます｡

農作物である大豆は､栽培の過程で環境や作
業者との関わりなしに調達することはできませ
ん｡食品安全だけではなく､環境を保つための取
り組みや､労働安全､人権保護などにも配慮した
仕組みとして､GAP (Good Agricultural Practice)

認証があります｡高野豆腐に使用する原料大豆
には､国際基準であるGLOBALG.A.P.認証を取得
した大豆に全量切り代えることを目標に取り組
んできましたが､この度達成することができま
した｡

また､地元生産大豆である｢つぶほまれ｣につ
いても､日本の農業に適用しやすい内容になっ
ている ASIAGAP 認証を取得した農場で栽培を

行っており､食育の一環として地元小学
校との協同栽培にも取り組んでいます｡
今後は､この圃場で採れた大豆を使用し
た商品開発にも力を入れていきたいと考
えています。

弊社の企業理念は ｢私たちは､お客様
の生活文化の向上と共に歩み､より快適
で健康な食生活を追求し日々に新たに前
進します｡｣ ですが､SDGs の目標と目指
すところを同じとし､食を通して目標達
成に貢献するため､経営者､従業員が共に
日々努力を重ね､新たに成長し前進して
いきます｡

（研究開発統括部研究所 三ツ井陳雄）

小柳産業株式会社

旭松食品株式会社

わが社のSDGs ―― 会員の皆様の取り組みを随時ご紹介します ――

 




